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（証券コード：6594）
http://www.nidec.com/

2014年3月期

決算説明会

12014/4/231 2014年4月23日

－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する
見通し 期待 判断 計画あるいは戦略が含まれています この将来予測に基づく記見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記
載や発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関
係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素を含みます。本プレゼンテーション及
び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来的予測に基づく記
載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義
務を負いません。また、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実
際の結果が、私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合があります。このような違
いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素やリスクについては当社の継

表紙の写真は、家庭用エアコンファンモータです（「車載及び家電・商業・産業用」製品ｸﾞﾙｰﾌﾟに所属）。
近年、家電製品・住宅設備分野では省電力化が進んでいます。そのため、高効率・静音・長寿命といった特性を持つ当社
グループのモータは、欧米をはじめ新興国などでの需要が急速に高まっています。

いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素やリスクについては当社の継
続開示及び適時開示等の記載をご覧ください。
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連結決算業績

（百万円）
１２年度
（累計）

１３年度
（累計）

前年比
１４年度

通期見込

売上高 709,270 875,109 +23.4% 950,000

営業利益 17,598 85,068 +383.4% 100,000

営業利益率 2.5% 9.7% - 10.5%

税引前利益 13,398 84,664 +531.9% 98,000

当期純利益 7,986 56,404 +606.3% 65,000

一株利益（円） 29.64 207.31 +599.4% 235.67
※
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配当金（円） 42.50 50.00 - 55.00

対米ドル為替レート

平均・・・

期末・・・

83.10円

94.05円

100.24円

102.92円

+20.6%

+9.4%

100.00円
（想定レート）

※

※2014年4月1日付で普通株式1株につき2株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたもの
と仮定して「一株利益」及び「配当金」を算定しております。

通期決算ハイライト

連結売上高は8,751億円となり、過去最高を更新。

連結営業利益は851億円となり、期初想定（700億
円）を大幅に過達 又連結税引き前利益は847億円）を大幅に過達。又連結税引き前利益は847億
円、連結当期利益は564億円となり共に過去最高を
更新。

ビジネスポートフォリオ転換の推進役である「車載及び
家電・商業・産業用」の営業利益は224億円（4Q単独

）

4

では76億円）となり、過去最高を更新。

グループ一体化の更なる推進に向け、株式交換によ
る日本電産コパル電子、日本電産リードの完全子会
社化を決議。
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2014年度業績予想

（百万円） 上期 下期 通期

売上高 450,000 500,000 950,000

営業利益 45,000 55,000 100,000

営業利益率 10.0% 11.0% 10.5%

税引前利益 44,000 54,000 98,000

当期利益 29,500 35,500 65,000

一株利益（円） 106.96 128.71 235.67

5

配当金（円） 27.5 27.5 55.0

対米ドル為替レート 100円 100円 100円

対ユーロ為替レート 135円 135円 135円

為替感応度：1円あたり米ドルは売上高66.5億円、営業利益8.2億円、
ユーロは売上高8.0億円、営業利益2.4億円 （全てFY14通期ベース）。

新規M&A

その他

電子･光学部品

[ 売上高 ]

ポートフォリオの転換が成長スピードを加速中

売上高
1 2兆円

大幅な成長路線へ再び回帰

1.5兆円
電子･光学部品

機器装置

車載及び家電・商業・産業用

精密小型モータ

第１次高度成長期

事業ポートフォリオ転換
に向けた準備期

第２次高度成長期

1兆円

1.2兆円
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2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

0

[ 年度 ] （予想） （目標）

5,000
億円
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2,500

3,000

250

300売上高（左軸） 営業利益（右軸）

連結売上高・営業利益の四半期別推移

Ｖ字回復を継続中

1,000

1,500

2,000

100

150

200
売
上
高
（
億
円
）

営
業
利
益
（
億
円
）タイ

洪水

震災
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-500

0

500
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-50

0

50

リーマンショック

構造改革

-254
09年度 10年度 11年度 12年度08年度 13年度

13年度の四半期別営業利益推移

232225
250

期初ガイダンス 実績
（営業利益：億円）

期初時(13年4月)の営業利益ガイダンスを4四半期連続で上振れ

上振れ
上振れ 上振れ

130

170

200 200

180

232225
213

100

150

200

250

上振れ

上振れ

8

0

50

FY13/1Q 2Q 3Q 4Q
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当社ＨＤＤモータの出荷台数目標見通し

140 143

160

HDD市場 当社ﾓｰﾀ（百万台）

14年度は年間を通じてほぼフラットな推移を予想

133
140

135
130 130 132 131

80

120

9

102 101 103 99 95 98 99 100

0

40

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

13年度 14年度 （予想） （日本電産推定）（実績）

1,500 150

売上高（左軸） 営業利益（右軸）

13年度に盤石化した増益トレンドを、14年度以降も着実に継続

（売上高：億円）

車載及び家電・商業・産業用の四半期推移予想

（営業利益：億円）

549 519 496 522 540
587 616

742

841
800 830

982

 

25 25
19

25 27
22

45
51 53

76

500

1,000

50

100

10

19

7

-30

-500

0

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

-50

0

12年度 13年度11年度
（実績）

14年度
（実績） （実績） （予想）
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1,103

872

1,500
営業CF 投資CF フリーCF（億円）

連結キャッシュフローの推移

567

-199

-632

-236

240368

0

内、M&A投資
-234億円

※内、M&A投資
+52億円

※

11

-1,339-1,500

11年度 12年度 13年度

内、M&A投資
-799億円

※

※M&A投資 ： 投資活動によるキャッシュフローに含まれる「事業取得による収入（支出）」
2011年度 日本電産セイミツ㈱、2012年度 Nidec Minster Corporation、Nidec ASI S.p.A、Nidec Avtron Automation Corporation、Nidec Kinetek
Corporation、日本電産凱宇汽車電器(江蘇)有限公司、SCD Co., Ltd、2013年度 日本電産ｻﾝｷｮｰｼｰｴﾑｱｲ、日本電産ｴﾚｼｽ。

設備投資・減価償却費・研究開発費

800
設備投資 減価償却費 研究開発費

（億円）

614

400 383

444
480

343
378

450

550

400

ｸﾞﾙｰﾌﾟ一体化経営
により期初予想値

12

0
12年度 13年度 14年度 12年度 13年度 14年度 12年度 13年度 14年度

（予想） （予想） （予想）

により期初予想値
（500億円）から抑制
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80 400配当金（左軸） 連結EPS（右軸）
（円／株） （円）

配当金の推移

13年3月末を基準日とした1:2の株式分割を実施

※ ※

42.5

55.0
50.0

236

20740 200

13

30

0

12年度 13年度 14年度

0

（予想）
※2014年4月1日付で普通株式1株につき2株の株式分割を行っております。
12年度、13年度に関しては当該株式分割が12年度期首に行われたものと仮定して「配当金」及び「一株利益（EPS）」
を算定しております。

中期戦略目標中期戦略目標

14



8

1.5 15

100年後も成長し続けるグローバル企業の基礎作り
利益ある成長でキャッシュを創出、成長と財務規律を両立させる

中期戦略目標

（売上高：兆円） （営業利益率：％）
営業利益率

13.9％

営業利益率
15％

（目標）

営業利益率
13.7％

1 10

売上高
6,823億円

売上高
1.2兆円

自律成長

新規Ｍ＆Ａ

売上高
7,093億円

営業利益率
9.7％ ※

売上高
6,760億円

売上高
5,716億円

営業利益率
10.7％

15

0

0.5

09年度 10年度 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度
0

5営業利益率
2.5％

（予想） （目標）

売上高
8,751億円

※日本電産ｻﾝｷｮｰｼｰｴﾑｱｲ、日本電産ｴﾚｼｽの売上分を反映

当社の事業ポートフォリオは益々変わる
2011年度

売上高：6,823億円
2013年度

売上高：8,751億円
2015年度

売上高：1.2兆円（目標）

自信が確信に
変わった13年度

1,424
1,242

843

3,314

1,674

2,300

1,152

3,625

2,000

3,0003,000

4,000

重点２事業

重点２事業

重点２事業

（売上高：億円） （売上高：億円） （売上高：億円）

16
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カテゴリー毎の売上高・利益率ターゲット

4,000 25 3,000 10

（営業利益率：％）

（営業利益率：％）

ターゲット

ターゲット

％ ％

（億円） （億円）

精密小型モータ精密小型モータ 車載車載

M&A

4,0003,314 3,197 3,625  
0

2,000

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

0

843 867 1,152 3,000

-1,500

0

1,500

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

-5

0

5

3 000 15 2 000 15

（営業利益率：％） （営業利益率：％）

ターゲット
ターゲット

（目標）

（目標）

（億円）（億円）

家電・商業・産業用家電・商業・産業用 その他の製品ｸﾞﾙｰﾌﾟその他の製品ｸﾞﾙｰﾌﾟ

構造改革

構造改革

17

1,618 2,300 3,0001,242
0

1,500

3,000

11年度 12年度 13年度 14年度 2015年度

0

15

1,411 1,674 2,0001,424
0

1,000

2,000

11年度 12年度 13年度 14年度 15年度

0

15

（目標）（目標）

％％

構造改革

構造改革

15年度へのポートフォリオ転換（売上高）

1%

機器装置
HDDﾓｰﾀ
（15%）

8%

8%

その他

電子・光学部品
精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ

その他
33%

重点２事業のトップライン比率を
３割→４割→５割へと上昇させる

13年度
8,751
億円

15年度
1.2兆円

（目標）

その他
小型ﾓｰﾀ
（18%）

車載
（25%）

家電・
商業・
産業用
（25%）

50%

HDDﾓｰﾀ
（21%）

その他
小型ﾓｰﾀ
（20%）

8%

10%

1%

1%

精密小型精密小型
モータモータ

精密小型精密小型
モータモータ

電子・光学部品

機器装置

家電・

商業・

産業用
（26%）

車載

電子・光学部品

その他

41%

その他

機器装置

18

11年度
6,823
億円

HDDﾓｰﾀ
（26%）

その他
小型ﾓｰﾀ
（23%）

家電・

商業・
産業用
（18%）

車載
（12%）

車載及び車載及び
家電・商業家電・商業
・産業用・産業用

車載及び車載及び
家電・商業家電・商業
・産業用・産業用

精密小型精密小型
モータモータ

精密小型精密小型
モータモータ

49%

車載及び家電・車載及び家電・
商業・産業用商業・産業用

車載及び家電・車載及び家電・
商業・産業用商業・産業用

30%

車載及び車載及び
家電・商業家電・商業
・産業用・産業用

車載及び車載及び
家電・商業家電・商業
・産業用・産業用

40%

10%

10%

（26%）
車載
（13%）
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15年度へのポートフォリオ転換（営業利益）

1%

機器装置
HDD
ﾓｰﾀ

5%

9%

その他

電子・光学部品
精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ

その他
46%

・精密小型ﾓｰﾀの比重を半分弱へ縮小
・重点2事業の比重を３倍強に拡大

13年度
851
億円

15年度
1,800億円

（目標）

ﾓｰﾀ

その他
小型ﾓｰﾀ

車載

家電・
商業・
産業用

38%

車載及び車載及び
家電・商業家電・商業
車載及び車載及び
家電・商業家電・商業

HDD
ﾓｰﾀ

その他

2%

13%

9%

0%

1%
その他

精密小型精密小型
モータモータ

精密小型精密小型
モータモータ

電子・光学部品

機器装置

家電・
商業・

産業用

車載

電子・光学部品

その他

機器装置

61%

19

11年度
731
億円

HDD
ﾓｰﾀ

その他
小型ﾓｰﾀ

家電・商業・産業用

10%

車載

家電・商業家電・商業
・産業用・産業用

家電・商業家電・商業
・産業用・産業用

車載及び家電・車載及び家電・
商業・産業用商業・産業用

車載及び家電・車載及び家電・
商業・産業用商業・産業用

12%

その他
小型ﾓｰﾀ

車載及び車載及び
家電・商業家電・商業
・産業用・産業用

車載及び車載及び
家電・商業家電・商業
・産業用・産業用

24%
9%

9%

精密小型精密小型
モータモータ

精密小型精密小型
モータモータ

69%

車載の事業構成

車載用モータ 自動車部品 電子制御ユニット

（ＥＣＵ）日本電産

日本電産ﾓ ﾀ ｽﾞ ｱﾝﾄﾞ ｱｸﾁｭｴ ﾀ ｽﾞ

日本電産トーソク
日本電産自動車ﾓｰﾀ・ｱﾒﾘｶ

日本電産エレシス日本電産ｻﾝｷｮｰｼｰｴﾑｱｲ
日本電産ﾓｰﾀｰｽ ｱﾝﾄ ｱｸﾁｭｴｰﾀｰｽ

ﾃﾞｭｱﾙｸﾗｯﾁ用
ﾓｰﾀ

ｼｰﾄ調整用ﾓｰﾀ
電動ﾊﾟﾜｽﾃ用

ﾓｰﾀ

電磁弁 スプールバルブ

コントロールバルブ

本 産

＜先進安全技術の領域＞

・アダプティブクルズ
コントロール

・衝突被害軽減シスム

シートベルト
プリテンショナー 乗員検知

システム
乗員姿勢

検知

白線認識

ACC・CMS EPT
ODS

ﾐﾘ波ﾚｰﾀﾞｰ
ｶﾒﾗ

20

ｴﾝｼﾞﾝ冷却用
ﾌｧﾝﾓｰﾀ

ESP/ABS用
ﾓｰﾀ

ﾊﾟﾜｰｳｨﾝﾄﾞｰ用
ﾓｰﾀ

ﾄﾞｱﾛｯｸ用
ﾓｰﾀ

ﾄﾗﾝｸ/ﾃｰﾙｹﾞｰﾄ
電動開閉用ﾓｰﾀ

ｻﾝﾙｰﾌﾟ用ﾓｰﾀ

電動化製品 電動オイルポンプ

車載用
ステッピングモータ

マイクロ
ステッパー

溶解接点

白線認識

＜電子制御ﾕﾆｯﾄの領域＞

電動サーボ
ブレーキ車両姿勢制御

アンチロック
ブレーキ

電動パワー
ステアリング

EPS ABS

ESC ESB
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車載の中期事業計画

330億円

3 000 300

新規M&A（左軸）

日本電産ｴﾚｼｽ（左軸）

2015年度
売上高：3,000億円
（新規M&A：800億円含む）

新営業利益率目標：11%

売
上
高
（億
円
）

営
業
利
益
（億
円
）

695
843 867

1,152

1,000

2,000

3,000

100

200

300
日本電産 ｼ （ 軸）

日本電産ｻﾝｷｮｰｼｰｴﾑｱｲ（左軸）

日本電産トーソク（左軸）

日本電産  ＆ＮＭＡ（左軸）

営業利益（右軸）

※

現時点の見込み
（280億円）

21

）

（予想） （目標）

※従来の日本電産本体分に加えて、日本電産自動車ﾓｰﾀ・ｱﾒﾘｶ分を含む。

695

-1,000

0
2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

-100

0

ニーズ トリガー ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 地域
Nidec中期成長戦略へ

（ｵﾎﾟﾁｭﾆﾃｨ）

車載のｷｰﾜｰﾄﾞは、①環境（電動化）、②安全（自動化）、③付加価値

マクロトレンドからの多様なニーズ

環境
（電動化）

・欧州CO2排出規制
（2020年95g/km）

・北米CAFE規制
（2025年迄54.5m/g）

・ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ
（含、過給機）

・ISG/HV
・EV
・FCV

①欧州
②日本
③北米

・電動ﾊﾟﾜｽﾃ用
・トラクション用
ﾓｰﾀ＆ｲﾝﾊﾞｰﾀ

・ﾊﾟﾜｰﾄﾚｰﾝ系
ｱｸﾁｭｴｰﾀ＆ﾎﾟﾝﾌﾟ

安全
（自動化）

・交通事故防止
・高齢ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ増加
・ITSｲﾝﾌﾗ整備

・自動運転車
・自動緊急ﾌﾞﾚｰｷ

①欧州
②日本

・センサ＆カメラ
・ﾚｰﾀﾞｰ＆ﾚｰｻﾞｰ
・電子制御

22

（自動化） ・ITSｲﾝﾌﾗ整備
・NCAP

・ADAS ③北米 ハンドル（曲がる）
ブレーキ（止まる）
人口知能（判断）

付加
価値

・車両ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ共通化

・部品ﾓｼﾞｭｰﾙ化
・機能安全規格
（ISO26262)

・ｼｽﾃﾑ化
・ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ装備

先進国
＋

新興国

・モジュール化
ECU・ﾎﾟﾝﾌﾟ・ﾌｧﾝ・ｷﾞｱ

・ﾌﾞﾗｼ付ｺﾝﾊﾟｸﾄ
ﾓｰﾀ
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電装化・モジュール化を全社的に推進し、中期成長戦略を加速

ホンダエレシスの買収を完了
※

先進安全
安心技術

ACC・
CMS

EPT ODS

・アダプティブ・クルーズ・ シートベルト
乗員検知
システム

車載用モータと、エレシスのECUを
組み合わせたモジュールビジネス 安心技術

ESB

アダプティブ クル ズ
コントロール

・衝突被害軽減システム

プリテンショナー
システム
乗員姿勢
検知

白線認識

電動サーボ
ブレーキ

カメラ

ミリ波レーダー

の拡大
⇒有効な他社差別化

グループ内の車載
関連製品との組み合わせによる
ビジネスの拡大
【事例】
①日本電産コパルのセンシング

23
※2014年4月1日より正式社名は、日本電産エレシス（株）

電子制御
ﾕﾆｯﾄ（ECU）

ABS

車両姿勢制御アンチロック
ブレーキ

電動パワー
ステアリング

ESCEPS

①日本電産コパルのセンシング
カメラ

②日本電産ﾄｰｿｸの電動オイル
ポンプユニット

③日本電産ｻﾝｷｮｰのﾍｯﾄﾞｱｯﾌﾟ
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾓｰﾀ

家電・商業・産業用の事業構成

家電事業 商業事業 産業事業

洗濯機、食洗器、乾燥機、等 ｴｱｺﾝ、ﾌﾟｰﾙ・ｽﾊﾟ、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、
ｴｽｶﾚｰﾀｰ、商業用冷蔵庫、ﾌ
ﾛｱｹｱ、架空ﾘﾌﾄ、等

ﾎﾟﾝﾌﾟ、ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ、ｺﾝﾍﾞｲﾔｰ、
ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ、船舶、発電事業、
鉄鋼ﾌﾟﾗﾝﾄ、鉱業、等

24

洗濯機用
モータ

乾燥機用
モータ

食洗機用
モータ

エアコン用各種モータ

ｴﾚﾍﾞｰﾀ
巻上機 ｴﾚﾍﾞｰﾀ制御装置

業務用食洗器
ﾓｰﾀ/ﾎﾟﾝﾌﾟ

産業用各種モータ

低電圧ドライブ

中電圧ドライブ



13

家電・商業・産業用の中期事業計画

3,000 450

日本電産（左軸）

日本電産アブトロン（左軸）

日本電産キネテック（左軸）

2015年度
売上高：3,000億円
新営業利益率：13%

2,000 300

日本電産ＡＳＩ（左軸）

日本電産ソーレモータ（左軸）

日本電産モータ（左軸）

日本電産テクノモータ（左軸）

営業利益（右軸）

売
上
高
（億
円

営
業
利
益
（億
円

1,242

1,618

2,300

390

現時点の見込み
（350億円）

25

0

1,000

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
0

150
円
）

円
）

（予想） （目標）

939

空調ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ用

世界エアコン用モータ市場規模（CY2012）

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ用ﾓｰﾀを含むｴｱｺﾝ市場へ再進撃

（日本電産推定）

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ用7,000億円市場を狙い、ｴｱｺﾝｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ戦略を加速

約4 000億円

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 

空調ﾌｧﾝ用

冷蔵庫ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ用

調 用

ACﾓｰﾀ DCﾓｰﾀ

約4,000億円

約3,000億円

約2,500億円

日本電産ﾃｸﾉﾓｰﾀのｺﾝﾌﾟﾚｯｻﾓｰﾀ販売見通し（億円）

（億円）

26

0 

50 

100 

150 

14年度 15年度 16年度

他海外系

中国系

日系
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精密小型モータの事業構成

HDDモータ その他小型モータ

日本電産

日本電産、日本電産サンキョー、日本電産コパル、日本電産コパル
電子、日本電産サーボ、日本電産セイミツ、日本電産コンポーネン
トテクノロジー

日本電産
トテクノロジ

IT・AV機器用モータ OA用モータ 小型ﾌﾞﾗｼﾚｽDCﾓｰﾀ（標準型） ファン

27

ＨＤＤ用モータ
ｻﾆﾀﾘｰ/水廻り設備用ﾓｰﾀ駆動ﾕﾆｯﾄｴｱｺﾝ用ﾓｰﾀ駆動ﾕﾆｯﾄ 洗濯機用ﾓｰﾀ駆動ﾕﾆｯﾄ

冷蔵機用ﾓｰﾀ駆動ﾕﾆｯﾄ

給湯器用ﾓｰﾀ駆動ﾕﾆｯﾄ

医療用（透析）ﾁｭｰﾌﾞﾎﾟﾝﾌﾟ振動ﾓｰﾀ

精密小型モータの中期事業計画

4,000 1,000

その他小型モータ（左軸）

ＨＤＤモータ（左軸）

営業利益（右軸）

2015年度
売上高：4,000億円
営業利益率：22%

3,625

2,000

3,000

400

600

800

880

売
上
高
（億
円

営
業
利
益
（億
円

3,484
3,314

3,197

現時点の見込み
（840億円）

28

0

1,000

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
0

200

400

（予想） （目標）

円
）

円
）
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中長期ＨＤＤ市場予測と当社の戦略

600

700 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ別のHDD出荷ﾄﾚﾝﾄﾞ
その他

ｴﾝﾀﾌﾟﾗｲｽﾞ用途

ﾆｱﾗｲﾝ用途

PVR用途

Game用途

（百万台）

580

（日本電産推定）

200

300 

400 

500 

600 Game用途

車載用途

外付け用途

PC用途

技術優位性
を継続追求し
高収益実現

２極化の傾向

549
527 514 506 507 515 527 544

外付け用途

ﾆｱﾗｲﾝ用途

ｴﾝﾀﾌﾟﾗｲｽﾞ用途

29

0 

100 

200 

CY12 CY13 CY14 CY15 CY16 CY17 CY18 CY19 CY20

優位性を求めず
原価改善に

徹する

PC用途

その他小型ﾓｰﾀの市場ﾄﾚﾝﾄﾞと当社戦略

用途に応じた最適商材＆ビジネスモデル提案の一事例

コードレス掃除機 ドライヤー シーリングファン

搬送用機器 携帯電話基地局車載シートファン

モータ単品販売から完成品モータ単品販売から完成品ODMODMビジネスへの展開ビジネスへの展開モータ単品販売から完成品モータ単品販売から完成品ODMODMビジネスへの展開ビジネスへの展開差別化商品の開発差別化商品の開発

拡大拡大市場市場への攻勢への攻勢拡大拡大市場市場への攻勢への攻勢 モジュール化による付加価値増加モジュール化による付加価値増加

超高速
モータ

モータ＋電源＋回路＋羽根

完成品ODM

高品質と高信頼性 既存モータの活用
当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ
によるｺﾗﾎﾞ

30

プリンター サーバー芝刈機

拡大拡大市場市場への攻勢への攻勢拡大拡大市場市場への攻勢への攻勢 モジュール化による付加価値増加モジュール化による付加価値増加

高付加価値製品高付加価値製品DCﾓｰﾀ化の潮流にのる！DCﾓｰﾀ化の潮流にのる！

による ﾗﾎ

ｴﾝｼﾞﾝから
BLDCﾓｰﾀへ置き換え

ｽﾃｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾀから
BLDCﾓｰﾀへ置き換え

※BLDCﾓｰﾀ： ﾌﾞﾗｼﾚｽDCﾓｰﾀ

※

※
スパコン
大活用
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新興市場戦略

インドに「グループ一体化型」の生産事業所を新設

「重点２事業（車載及び家電・商業・産業用）」や「その他小型モータ」のインド
国内を含む南アジア市場・中東市場向けの総合生産拠点としての位置付け

ニューデリー

ラジャスタン州 ニムラナ工業団地
ニューデリー市から南に約100km

インド

31

ムンバイ

2015年3月末竣工予定

中央モーター基礎技術研究所、新棟竣工

３極体制で21世紀型の「融合型研究」を推進

小型化・軽量化、省電力・省資源、音・振動・熱の極小化等のモータに課された
多くの技術課題を徹底的に追及し、市場のニーズを捉えた世界に貢献する技術

を創出することを目指す

産官学
クラスターネットワーク

日本（川崎）日本（川崎）

中央モーター基礎技術研究所

大学大学

行政行政

他企業他企業

他企業他企業大学大学

外国人を含む優秀な外部
人材をグローバルベース
で積極登用し、最終的に

は600人体制を想定

32

産官学
クラスターネットワーク

産官学
クラスターネットワーク

シンガポールシンガポール

中央モ タ 基礎技術研究所

シンガポールモータ基礎技術研究所 台湾モータ基礎技術研究所

大学大学

行政行政

他企業他企業大学大学

行政行政

他企業他企業 台湾台湾
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お問い合わせ先
日本電産株式会社 広報宣伝・ＩＲ部 ＩＲグループ

33
Nidec ロゴは、日本電産㈱の日本国、米国およびその他の国における登録商標または商標です。

All for dreams ロゴは、日本電産㈱の日本国における登録商標または米国およびその他の国の商標です。

Tel： 075-935-6140
E-mail： ir@nidec.com

業績推移

補足資料

業績推移・
製品グループ別

状況

34
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0.9%
(1.2%)

物流・サービス他、
オルゴール関連商品

電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品

その他その他その他その他
(   )内のパーセントは昨年度の構成比率

精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ精密小型モータ
カメラシャッタ スイッチ

製品グループ別売上構成

8,751億円

41.4%
(45.1%)

21.2%
(23.3%)

20.2%
（21 8%)

9.9%
(9.0%)

8.3%
(9.7%)

その他小型モータ
光ディスク装置用モータ、
ＯＡ機器用モータ、
ポリゴンレーザスキャナ用
モータ、

産業用ロボット、

ＭＰＵ冷却用ファン

ＨＤＤモータ

機器装置機器装置機器装置機器装置

カメラシャッタ、スイッチ、
トリマポテンショメータ、
部品加工、樹脂成型品

基板検査装置、高速プレス
機器、チップ実装機、計測
機器、変減速機、ＦＡ機器、
カードリーダー

家電・
商業・
産業用 （21.8%)

39.5%
(35.0%)

ＭＰＵ冷却用ファン、
ゲーム機用ファン、
ＰＣ・通信機器用ファン、
家電用ファン、
自動車用ファン、

携帯電話用振動モータ、
ブラシ付モータ、
ステッピングモータ
モータ駆動ユニット

車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用
車載及び家電車載及び家電
・商業・産業用・商業・産業用

カ ドリ ダ

車載

産業用

13.2%
(12.2%)

26.3%
(22.8%)

35

1,790
1,745

1,697
1,861

2,113 2,184 2,171
2,284

12.4%
11 2%

売上高（左軸） 営業利益（右軸） 営業利益率

売上高・営業利益の推移

（億円） （億円）

2,500 500

232

12.4%
11.2%

0.8%

8.5%
9.8% 10.4% 10.2%

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q 3Q 4Q

00

222 195 213

13

180
225

-13.7%

-500

-254

36
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133

182 174

133

211

138

241

160

221

134

183

250

（億円） 税引前利益 当期利益

税引前利益・当期利益の推移

133 129

13 9

133 138 134

0

-244

-191

-250
FY12/1Q 2Q 3Q

4Q

FY13/1Q 2Q 3Q

37

4Q

178 120 
143 146 157 

200 1,000 

（売上高：億円） （営業利益：億円）

891
793

745

精密小型モータ

768
878 926 928 893

142 

26 

-100 

0 

100 

-500 

0 

500 

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q 3Q 4Q

-120 

-200 -1,000 

HDDモータ その他小型モータ 営業利益（右軸）

38
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76

1,000 100

（売上高：億円） （営業利益：億円）

540

車載及び家電・商業・産業用

587 616
742 800

841 830
982

51 53

27

45

-30

7
22

-500

0

500

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q 3Q 4Q

-50

0

50

540 587

-1,000 -100
日本電産 日本電産ﾓｰﾀｰｽﾞ&ｱｸﾁｭｴｰﾀｰｽﾞ
日本電産トーソク 日本電産ｻﾝｷｮｰｼｰｴﾑｱｲ
日本電産テクノモータ 日本電産モータ
日本電産ソーレモータ 日本電産ASI
日本電産キネテック 日本電産ｱﾌﾞﾄﾛﾝｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ
営業利益（右軸）

39

50250

（売上高：億円） （営業利益：億円）

機器装置

199

238

197

235

19 
22 

20 9 

33 
29 

28 
31 

0

10

20

30

40

0

50

100

150

200

157 156 152
170

199 197

00
FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q 3Q 4Q

日本電産サンキョー 日本電産シンポ 日本電産ミンスター

日本電産リード 日本電産コパル その他

営業利益（右軸）

40
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100200

（売上高：億円） （営業利益：億円）

185

電子・光学部品

190
161 157

175
199 198

156

12 19 

-21 -3 8 
17 

-8 

-50

0

50

-100

0

100

FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q 3Q 4Q

161 157 156

-95 

-100-200

日本電産サンキョー 日本電産コパル 日本電産コパル電子 営業利益（右軸）

41

630

（売上高：億円） （営業利益：億円）

その他

2 2 2 2 
2 

0

2 

0

2

4

6

10

20

30

23

17
20

23

20 20
18 18

0 0 00
FY12/1Q 2Q 3Q 4Q FY13/1Q 2Q 3Q 4Q

売上高 （左軸） 営業利益（右軸）

42
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引き続き グループの決算説明会に
ご出席いただきますよう、宜しくお願い致します。

時間 会社名 証券コード 場所

10:00-11:30 日本電産 6594 4階ホール

13:00-13:40 日本電産コパル電子 6883 311-312号室

13:45-14:25 日本電産リード 6833 311-312号室


